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ADHDの子どもと関わる上での教員養成系大学の学生の意識について

特別支援教育専攻

浦 部 博 之

1.問題と目的

注意欠如・多動症(At胞ntion-De宣cit/ 

Hyperactivity Disorder: ADHD) (以下ADHD

と言暗ゅの基本的な特徴は、機能または発達を妨

げるほどの、不注意と多動性種蓮制生、またその

いずれかの持続的な様式である(日本精神神経

学会， 2014)0学校現場における ADHD児の実

態としては、ADHD児自身の行動と周囲を巻き

込んだ集団生活の円滑さの両面に関わった問題

として報告されることが多い併上，1999)。教員

養成系大学の学生の ADHDに対する意識に焦

点をあてて調査をすることは、学生にとって、

将来の教員生活を送るうえで大変意義のあるも

のであると私は考える。なぜなら、学生の時か

らADHDがある子どもに対する意識について

考えることは、将来的に ADHDの子どもへの

支援を考えていくことに繋がっていくからであ

る。だが、教員養成系大学の学生に対する

ADHDの調査に関しては、先行研究からは認め

られず、教員養成系大学の学生が ADHDの子

どもに対してどのように捉えているか、その現

状はまだ明らかになっていない。そこで、本研

究では、 A教育大学に在学中で、今後教員免許

を取得し、教員を目指すと思われる学生に

ADHDの子どもと関わる上での意識調査を行

う。その結果をもとに、現在の教員養成系大学

の学生の意識の現状と、今後の課題を明らかに

していくこととする。
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2.方法

(I)調査対象

A教育大学に在学中の学部生・大判完生。教

職経験のある学生は、本調査対象からは除く。

(2)調査狩期

2017年7月に実施した。

(3)調査内容

1)フェイスシート

年齢や実習経験の有無等、回答者の基柏怜

情報として9項目設定した。

2) ADHDの子どもと関わる上での教員養成系

大学の学生の意識調査

先行研究を参考に、瑚本研修等への参加意

欲、加配・予算措置、指導への自信などの 14項

目の他、得意な面などに関する質問項目 7項目

を追加し、計21項目を設定した。

(4)手続き

質問紙調査とした。質問紙を 100部用意し、

A教育大学に在学中の学部生・大判完生に配布

した。回収は、回収ボックスへの提出または手

渡しとした。

(助分析方法

意識調査の各項目の回答について平均値と標

準偏差を計算した。各質問項目について、実習

経験の有無、学部生/大判完生、ボランティア等

でのかかわり経験の有無との関連をみるために、

それぞれ、 χ2値、 p値、 Cramer'Vを求めた。

また、有意差が出た項目は
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3.結果

本質問紙調査は、配布数1∞部、回答者数73

名、回収率は73c;もであった。学部1年生から大

判完2年生まで、全掌年から回答があった。ま

た、年齢の平均は、 21.8歳で、あった。本調査の

回答者は学部生が 41名、大制実生が 32名と、

学部生からの回答が多い集計となった。このこ

とから、学部生の意識がより多く反映された意

識調査の結果になった。また、中学校教諭の教

員免許状を取得(予定含む)Iこついて考えてい

る学生の意識がより多く反映された調査結果に

なったO また、教育実習が未経験の学生の意識

がより多く反映され、約8割以上の学生が鞠議

を将来の希望進路として考えているとし、うこと

が明らかになったO 相談相手としては、本調査

では、教職員(上司)を選ぶ人数が最も多かっ

た。学生の ADHDに関するf静長漉としては、

約7割以上が大学の講義であるということが明

らかになった。また、約6割の学生が、ボラン

ティア活動や蝿誠との交流において，ADHDが

ある(と考えられた)子どもと関わった経験が

あるということが分かった。意識調査について

は、評定の中央値3を基準にし、それより大き

いと肯定、小さいと否定と考えると、平均値が

肯定の回答が 18項目、否定の回答が 3項目で

あった。また、質問項目 1の fADHDについて

理解している。Jについては、教育実習経験があ

り、大判完生で、ボランティア等でADHDが

ある(と考えられた)子どもと関わった経験が

ある方が、より意識が高い回答を選ぶ傾向にあ

ることが明らかになった。だが、その他の大部

分の質問項目で、実習経験の有無やボランティ

ア等での関わり経験の有無において、差がみら

れなかった。また、学部生と大明境生の大きな

違いとして現れた箇所は、 fADHDについて理

解している」という、自覚のところだ、けで、あっ

た。

4.考察

ADHDの子どもと関わる上での教員養成系

大学の学生の意識の現状としては、おおむね前

向きに考えていることが明らかになっfじまた、

否定の回答となった質問項目 L9、13、さらに

は不安度に関する肯定を示した項目白につい

て、謙遜等の気持ちからだけでなく、自身の理

解不足の自覚も含めた自信のなさから、このよ

うな結果となったので、はなし功吃考える。その

ため、研修や勉強会などをすることで、より理

解や自信が深まるのではなし、かと考える。

実習経験やボランティア等での関わり経験の

有無は、本調査を行った学生の現状として、学

生の意識において影響を及ぼすことが少ないと

いうことが考えられた。その理由として考えら

れることとしては、教員養成系大学に入学する

学生については、「教員になる」とし、うf齢、目的

意識を持って入学しているということも考えら

れるため、他学部の学生と違い、実習経験の有

無やボランティア等での関わり経験の有無の違

いでは、あまり意識に違いが出なかったので、は

なし、かと、推察した。

5.今後の課題

学部生と大判完生の違いとして、主に自覚の

ところしか変化がみられなかったという点にお

いては、今後より検討していく課題であると考

える。教員養成系大学で学ぶ中で、より専門的

な知識や技能を身につけ、現場に出た時に、よ

り良い指導や支援をすることができるようにし

ていくことが求められる。展望としては、本研

究は1校のみの大学及び限られた人数への調査

で、あったため、今後はより広域的な調査を行っ

てし1く必要があると考える。


